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学芸員発信！
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　現在、特別展示室で館蔵品展「能美の風景画　～暮らしと民話の情景～」

を開催しています。

　能美ふるさとミュージアムでは旧能美市立博物館のころから、地域の皆

さまと協力してさまざまな刊行物を作成してきました。刊行の際に使用さ

れた昔の風景や能美の民話を描いた原画の多くは、その後、当館に寄贈し

ていただいています。今回、刊行物と一緒にたくさんある原画の一部を紹

介しています。柔らかなタッチ、温かな色使いなど、写真とはまた一味違っ

た昔懐かしい能美の風景をみてほっこりしませんか？

　昨年 10 月に能美郷土史の会が作成した「能美ふるさと村ことばカルタ」

も合わせて展示しています。市内で古くから使われてきた「村ことば」を

題材にしていて、楽しく遊びながら郷土のことばに親しむことができます。

館蔵品展「能美の風景画　～暮らしと民話の情景～」館蔵品展「能美の風景画　～暮らしと民話の情景～」

コ ラ ム
問 /能美ふるさとミュージアム（☎ 58‐5250  FAX 58‐5251）

商工女性まちづくり研究会の平田美
よし

実
み

副会長は「儲

けはないけど、12年間続けられているのは、やっ

たからこそ分かる喜びがあるから」と話しました

㈱日本海開発の南純
すみ

代
よ

社長は「子どもたちが描

いた能美の未来を、大人たちが一緒に考え、実

現していくことが大切」と話しました

　のみ SDGs パートナーズ勉強会＆交流会では、これまで「地域課題を知る」「強

みの活かし方」について学び、２月 22 日に実施した第３回勉強会＆交流会では

「SDGs プロジェクトを考える」をテーマに開催しました。

　講師の広
ひろいし

石拓
たく

司
じ

さんは「自分にできることを進めながら大きな変化（未来の能

美市）の実現に向けて果たせる役割を自覚して取り組むことが大切である」と話

しました。パートナーズの事例発表では、商工女性まちづくり研究会が高齢者の

買い物支援の必要性を感じて始めた移動販売活動について話し、「販売だけが目

的ではなく、高齢者が育てた野菜を買い取り、移動先で販売するなど、高齢者の

生きがいづくりにもなっている」と話しました。また㈱日本海開発は給食残
ざん

さ(調

理くず ) から作る有機肥料を使って、地元農家の協力のもと、子どもたちが大根

づくり体験をしていることなどを紹介し、「子どもたちが地域の人たちと触れ合

いながら体験することで地域への愛着が生まれる」と話しました。参加者からは

「事例発表の取り組みがとても参考になった」「地域のつながりを感じ、横のつな

がりをもって一緒に取り組んでみたいと思った」などの感想がありました。

　令和５年度も、のみ SDGs パートナーズ勉強会＆交流会を開催します。SDGs に

興味のある人は、パートナーズに登録して参加してみませんか。

未来を見据えて SDGs プロジェクトを考える未来を見据えて SDGs プロジェクトを考える

５月７日（日）まで

カルタと解説カルタと解説読
どくほんどくほん

本はのみふる受付で販売しています！はのみふる受付で販売しています！

がんぶちの主（たつのくちの昔話）

こもあみ

（けんまんすっちっち）

高坂ぎつね（能美の民話）


